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Abstract
Relaxing during meals is recommended to support the behavior of obesity dissolution. There 
are many reports on the relationship between various factors and the relaxing effect. However, 
the report which considered the relation between tableware and relaxation effects is almost 
none. Therefore, we focused on Oryoki used by Zen Buddhist ascetic monks, which has 
storability, portability, functionality, and beautiful design. The purpose of this study is to 
examine the effects obtained by using Oryoki for a low caloric diet, and the effects on eater from 
the viewpoint of the quality of life （QOL）. Four factors that influence the evaluation of a low 
caloric diet were set: the type of tableware, the main ingredient of the main dish, how to cut the 
ingredients, and how to use the oil. After setting the three levels to each factor, nine samples 
were prepared by assigning these factors and levels to the L9 orthogonal table of experiment 
method design. A panel of 45 people performed a sensibility evaluation of nine low-calorie diets, 
and their impression characteristics were analyzed by factor analysis. The relationship between 
physiological and psychological satisfaction and comprehensive evaluation was considered after 
stratifying the panel by QOL score. The results indicated that there is an effect that gives the 
impression of dignity and peacefulness by using Oryoki for a low caloric diet. Panels with lower 
QOL scores showed a strong positive correlation between psychological satisfaction and 
comprehensive evaluation. From these results, it is worth considering adding Oryoki as an 
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A ～ I 定食）の内容を表１に示す。
３）低エネルギー食の献立と均一化の配慮








製した A ～ I 定食の栄養価を表２に、外観を
図２に示す。各定食の総重量は同じであり、エ








エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 カルシウム 鉄 ビタミンA ビタミンB1 ビタミンB2 ビタミンC コレステロール 食物繊維 食塩相当量 P：F：C比
（kcal） （g） （g） （g） （mg） （mg） （μgRAE） （mg） （mg） （mg） （mg） （g） （g）
A / B / C 1） 485 31 8.1 69.6 71 1.7 119 0.22 0.22 39 68 5.3 3.8 26：15：59
D / E / F 2） 488 29.3 9.2 69.6 81 2.2 122 0.33 0.26 38 56 5.3 3.8 24：17：59




食　器 主菜の主材料 材料の切り方 油の使い方
A定食 一般的な器 肉（鶏ささみ） カットなし 主菜のみ（6g）
B定食 一般的な器 魚（シイラ） 1/2カット 主菜（3g）・副菜（3g）
C定食 一般的な器 大豆製品（木綿豆腐） 1/4カット 主菜（2g）・副菜（2g）・副々菜（2g）
D定食 プレート 肉（鶏ささみ） 1/2カット 主菜（2g）・副菜（2g）・副々菜（2g）
E定食 プレート 魚（シイラ） 1/4カット 主菜のみ（6g）
F定食 プレート 大豆製品（木綿豆腐） カットなし 主菜（3g）・副菜（3g）
G定食 応量器 肉（鶏ささみ） 1/4カット 主菜（3g）・副菜（3g）
H定食 応量器 魚（シイラ） カットなし 主菜（2g）・副菜（2g）・副々菜（2g）























らかにするため、A ～ I 定食から受ける印象に











め、A ～ I 定食を食した際の生理的および精神





換算してスコア化した。また、A ～ I 定食の総
パネルNo 1日目 2日目 3日目 4日目 5日目 6日目 7日目 8日目 9日目
1～5 E定食 C定食 A定食 B定食 H定食 G定食 I定食 F定食 D定食
6～10 B定食 I定食 A定食 D定食 C定食 H定食 E定食 G定食 F定食
11～15 B定食 C定食 H定食 A定食 D定食 I定食 F定食 G定食 E定食
16～20 I定食 F定食 A定食 E定食 D定食 Ｃ定食 H定食 B定食 G定食
21～25 G定食 C定食 H定食 D定食 A定食 F定食 E定食 I定食 B定食
26～30 B定食 F定食 C定食 D定食 I定食 E定食 H定食 A定食 G定食
31～35 H定食 G定食 E定食 C定食 F定食 A定食 D定食 B定食 I定食
36～40 H定食 F定食 B定食 I定食 G定食 E定食 D定食 C定食 A定食


















































































































































　Q1 見慣れている ⇔ 見慣れていない 　Q6 美しい ⇔ 美しくない 　Q11 上品である ⇔ 下品である 　Q16 暖かみがある ⇔ 暖かみがない
　Q2 実用的である ⇔ 実用的ではない 　Q7 親しみやすい ⇔ 親しみにくい 　Q12 派手である ⇔ 地味である 　Q17 カジュアルである ⇔ フォーマルである
　Q3 単純である ⇔ 複雑である 　Q8 穏やかである ⇔ 穏やかではない 　Q13 洗練されている ⇔ 洗練されていない 　Q18 落ち着きがある ⇔ 落ち着きがない
　Q4 高級である ⇔ 高級ではない 　Q9 個性的である ⇔ 平凡である 　Q14 伝統的である ⇔ 現代的である 　Q19 意外性がある ⇔ 意外性がない















負荷量から A ～ I 定食の因子得点を算出し、
因子1 因子2 因子3 因子4
おしゃれである ⇔ おしゃれではない 0.871 0.018 -0.021 0.056
高級である ⇔ 高級ではない 0.733 -0.170 -0.019 0.253
美しい ⇔ 美しくない 0.690 -0.057 0.263 0.064
上品である ⇔ 下品である 0.682 -0.141 0.316 -0.002
洗練されている ⇔ 洗練されていない 0.625 0.015 0.260 0.024
統一感がある ⇔ 統一感がない 0.538 -0.051 0.333 -0.053
派手である ⇔ 地味である 0.424 0.311 -0.186 0.379
伝統的である ⇔ 現代的である 0.422 -0.114 0.390 0.286
実用的である ⇔ 実用的ではない 0.101 0.679 0.162 -0.224
親しみやすい ⇔ 親しみにくい 0.034 0.627 0.400 -0.219
見慣れている ⇔ 見慣れていない -0.088 0.615 -0.023 -0.080
単純である ⇔ 複雑である -0.106 0.435 0.019 0.012
落ち着きがある ⇔ 落ち着きがない 0.214 0.098 0.650 -0.115
穏やかである ⇔ 穏やかではない 0.135 0.430 0.569 -0.212
暖かみがある ⇔ 暖かみがない 0.060 0.303 0.482 -0.064
大人向けである ⇔ 子ども向けである 0.322 -0.324 0.399 0.100
意外性がある ⇔ 意外性がない 0.261 0.155 0.061 0.659
違和感がある ⇔ 違和感がない -0.085 -0.114 -0.136 0.556
個性的である ⇔ 平凡である 0.480 -0.043 -0.131 0.543
カジュアルである ⇔ フォーマルである -0.126 0.181 0.029 0.110
　寄与率（％） 18.993 10.256 9.504 7.633






















































A定食 B定食 C定食 D定食 E定食 F定食 G定食 H定食 I定食





プレートを使用した A ～ F 定食のイメージは
なじみが高く品格が低いことが明らかとなった。


























　A ～ I 定食の生理的および精神的満足度、総
合評価を表７に示す。主食に木綿豆腐を使用し
た C 定食、F 定食、I 定食の総合評価が低い傾
向が、また応量器を使用した定食の総合評価が
高い傾向が見られた。生理的および精神的満足





















A定食 B定食 C定食 D定食 E定食 F定食 G定食 H定食 I定食 p値
生理的満足度（点） 8.7±1.4 8.4±1.4 8.3±1.8 8.7±1.5 8.5±1.4 7.9±1.8 8.8±1.3 8.7±1.4 8.4±1.7 0.17
精神的満足度（点） 8.3±1.6 8.2±1.8 7.6±2.0 8.0±1.8 7.8±1.7 7.7±1.8 8.4±1.3 8.3±1.6 7.8±2.0 0.29
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